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第１２回 教育委員会 会議録 

 

１ 開催日時 令和４年１２月１９日（月）午前１０時００分 

   

２ 開催場所 大町市役所 西会議室 

   

３ 出席委員 教 育 長 荒 井 今 朝 一 

 同 職 務 代 理 者 中 山 晴 隆 

 委 員 下 川 清 志 

 委 員 森 し の ぶ 

 委 員 北 澤 明 美 

   

４ 説明のため出席した者  

 教 育 次 長 竹 内 紀 雄 

 教 育 参 事 太 田 三 博 

 学 校 教 育 課 長 平 林 政 規 

 生 涯 学 習 課 長 牛 越 秀 仁 

 ス ポ ー ツ 課 長 松 下 明 夫 

 山岳博物館副館長 鈴 木 啓 助 

 学校教育指導主事 中 村 一 郎 

 学校教育指導主事 吉 澤  清 

   

５ 事務局 学校教育課庶務係長 平 林 晃 

 学校教育課再編係長 一 本 木  晋 

   

６ 傍聴者   １ 名  
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荒井教育長：おはようございます。  

年の瀬を迎えて、寒い時期になりましたが、ご出席いただきありがとうございます。  

予定通り、様々なことが進んでおりまして、本日、新中学校の校歌ができ上がってきま

して、収録をします。  

本日の会議には間に合わなかったですが、１月の定例会の時には、ご披露できるかと思

います。 

それでは、会議の議事録の承認ですが、回覧しますので、署名をお願いします。  

 

次に教育長報告ということで、私の方から、12 月の諸行事と、私の活動の報告を行いま

す。 

 

荒井教育長：「教育長報告」、「令和４年１２月定例会 一般質問答弁書」説明  

 

荒井教育長：以上です。ご質問どうぞ。  

 

下川教育委員：意向調査はもう実施されているということでしょうか。  

 

荒井教育長：やる考えがないということ。  

個別に全保護者と担任が 12 月に個別懇談をやっているので、その中で意向を聞いてい

る。したがって、意向調査は行わないとお答えしている。 

 

下川教育委員：学校再編関連で、もう一ついいですか。 

大町中学校の学校運営協議会ですが、合同の協議会に一度、出させてもらって、いろい

ろな課題が洗い出され、新しい協議会の体制として、委員の枠が 15 名と決まっているか

と思いますが、その枠は変えないのですか。 

 

荒井教育長：変えないです。  

今の学校運営協議会の役員のうち、大部分の方があて職ということもあり、代わっても

あまり影響がないと思われますので、15 人のままでいこうと考えております。 

 

下川教育委員：合同協議会の中で、議論した結果、15 名より多くしたほうが良いという

ことになった場合、そういうことは可能なのでしょうか。  

 

荒井教育長：それは要綱を変えなくてはならないとともに、予算的な問題もある。  

 

下川教育委員：校歌の収録というのは、実際に歌っているものなのか。  

 

荒井教育長：女性の方に歌っていただき、文化会館等で活動されているピアノの先生に引

いていただいて収録する予定になっている。  

 

下川教育委員：わかりました。  
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荒井教育長：それでは私の部分は以上とさせていただきます。  

次に、報告事項１として、学校における事件・事故等について、事務局より説明をお願

いします。 

 

平林学校教育課長：「学校における事件・事故等について」説明  

 

荒井教育長：ご質問がありますか。  

（意見・質問なし）  

 

荒井教育長：よろしいですか。  

それでは、協議事項の（１）令和４年度上半期不登校等長期欠席児童生徒についてと

（２）令和４年度１・２学期におけるいじめ認知の状況について、一度に説明をお願いし

ます。 

 

中村指導主事：説明 

 

荒井教育長：説明をいただきましたが、まず最初に、不登校及び長期欠席児童生徒の状況

について、質問等ございましたら、お願いします。  

 

森委員：不登校や不適応の児童生徒がオンラインで授業を受けるという状況になるのは、

まだ先のことでしょうか。  

 

荒井教育長：現在、それができている子は一人もおりません。  

長期の欠席の子は、そういうこともできない状況であります。  

ただし、学校休業になったときに、他の子どもたちがオンラインで授業をやっていると

きに、たまたまそういった子が受けるといったケースは、稀にあります。  

他にありますか。  

 

北澤教育委員：不登校のお子さんの親と学校はきちんと連絡はとれているのか。  

 

吉澤指導主事：学校の方では、それぞれの対応については、本人や家庭と連絡を取りなが

ら、対応をしているが、現在心配をしているのが、それぞれのお子さんについて「保護者

と学校がチームになって対応を考えていますか」となったときに、とても人数が多くて対

応が難しい学校もあるのかなと感じています。  

ただ、長期に渡っているお子さんについては、ほとんどの児童生徒の皆さんについて、

学校のほうで保護者と連携して支援管理は取り組まれていると思います。  

 

北澤教育委員：お子さんの安否確認が取れていないということか。  

 

吉澤指導主事：安否確認については、すべて取れています。  

ただ、先生が子供と直接会えないというケースは多々あります。  
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荒井教育長：では、よろしいですか。  

不登校については以上です。  

次にいじめについてはいかがですか。  

 

北澤教育委員：暴力的なものが多いのは、高学年か低学年か全般的にか。  

 

吉澤指導主事：暴力的なのは、低学年が多いと思います。  

中には発達障害のお子さんが、言葉では言えなくて、すぐに手が出てしまうといったケ

ースもあります。  

 

荒井教育長：他にいかがですか。  

 

北澤教育委員：幼稚園や保育園から、そういったお子さんの引継ぎということはあると思

うが、どうか。  

 

吉澤指導主事：連絡会とかそういうのも行っていますが、ただ私たちも小中連携とは言っ

ているが、課題も多いと感じている。また、幼稚園、保育園の先生からのお願いなどが、

ちゃんと届いているかというと、疑問が残るかなと思われる。  

 

荒井教育長：幼稚園、保育園からは、教育要録、保育要録というものが教育委員会経由で

ある。あとは、連絡メモみたいのがあって、そこに多少詳しく書いてある。あと、年２回

ぐらい、幼保と学校との連絡会があって、そこで情報交換する  

 

北澤教育委員：幼稚園と保育園で管轄が違うということで、なかなか難しいところもある

と思うが、幼稚園、保育園から統一的に状況を報告するような仕組みはできないのでしょ

うか。 

 

荒井教育長：教育委員会としては限界がある。市としての全体的な取り組みが必要と考え

る。これについては、よろしいですか。  

 

下川教育委員：あり方検討委員会の意見の中で、幼保小中連携についても、一つの大きな

課題であり、取り組んでほしいということもあり、具体的に進めていく時期なのかなと思

っております。  

 

荒井教育長：具体的な事案については、連携が取れている。  

ただ、保育園の指導と学校の指導が一体に行われているかといえば、行われていない状

況であり、この点が問題である。  

 

下川教育委員：研修で立川市に行った時に、幼稚園、保育園、小中学校の代表者が集まる

協議会的なものを、何年か前に、立ち上げて、その中で議論するといった情報がありまし

た。参考のために、立川のプランは見ておいたらどうかと思っております。  
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そういった、協議会なり検討会にはもちろん、子育て支援課も教育委員会も出て、進め

ていくという、そういう動きがあってもいいかなと感じています。  

あと、２～３年ぐらい前に、子育て支援センター的なものを作ったと思いますが、私の

理解としては、幼児だけではなくて、小学生、中学生など、子供に関する困りごとはそこ

に行けば、組織は関係なくワンストップでまず対応してくれる的なセンターを作ったと思

っていました。  

それも庁内で議論した結果として、そういう体制でまずやろうという話で、動きがある

とは思うのですが、組織としては、今の体制でいかなければならないでしょうけど、もう

少し密に連携をと思います。  

 

荒井教育長：個別の事案には連携を取っています。  

ただし、大きい意味での協働の学びやコミュニティスクールなどについては、幼稚園、

保育園の保護者や、そういう方を一括して進めるというような仕組みにはなってないとい

うことであります。  

 

北澤教育委員：中学３年生の不登校が多いが、キャリア教育の支援員が一人で大丈夫か。  

 

荒井教育長：全部をフォローすることは困難である。様子を見ながら対応していくしかな

いと考えている。  

他にありますか。  

（意見・質問なし）  

 

荒井教育長：この件は以上とします。  

次の一中の改修素案については、後にさせていただいて、（４）大町市民生委員推薦会

委員の選出について、説明をお願いします。  

 

平林庶務係長：「（４）大町市民生委員推薦会委員の選出について」説明  

 

荒井教育長：仲原前委員の残任期間ということですので、北澤委員お願いできますか。  

 

北澤教育委員：はい、わかりました。  

 

荒井教育長：それでは、北澤委員にお願いしたいと思います。  

次に（５）その他について、説明をお願いします。  

 

一本木学校再編係長：「①令和５年度学校生活の決まり（大町中学校）について」説明  

 

荒井教育長：これは、見ておいていただいて、何かご意見等ありましたら、お願いすると

いうことでよろしいですね。  
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一本木学校再編係長：１月 19 日に新入生の説明会がございますので、それまでに何かあ

りましたら、ご連絡いただければと思います。  

 

荒井教育長：よろしいですか。  

それでは、次に新型コロナウイルス感染症についてお願いいたします。  

 

松倉学校教育係長：「新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行を見

据えた今後の感染対策について」、「昼食時における留意事項について」説明  

 

荒井教育長：質問があったらお願いします。  

よろしいですか。  

では、ここで休憩を 10 分ほど取りたいと思います。  

 

～休憩～  

 

荒井教育長：それでは、再開したいと思います。  

第一中学校の現校舎を、小学校で使用する場合の配置案について、説明をお願いしま

す。 

 

「配置案について」非公開とする  

 

荒井教育長：それでは、協議事項は以上ということで、次に連絡事項ですが、これはご覧

いただければと思います。  

 

第２回の教育委員会の日程について  

２月１３日（月）午前１０時から東大会議室にて行うことといたしますが、会場は西会議

室が空いていれば西会議室でお願いします。  

 

以上で予定していた議事はすべて終了いたしました。  

全体通して何かございますか。  

 

北澤教育委員：学校運営協議会の資料は事前にいただけないのか。  

以前は事前に資料配布されていたが、今回、西小の学校運営協議会の資料が当日配布で

あった。事前配布をお願いしたい。  

 

荒井教育長：そういった意見があったこと、校長会で私のほうから伝えておきます。  

それでは、教育委員会を終了いたします。お疲れさまでした。  

 

《閉会 12：12》 

 


